
俸
給
表
情
報
に
つ
い
て 

 

人
事
院
勧
告
の
俸
給
表
の
詳
細
に
つ

い
て
知
り
た
い
方
は
、
税
関
労
組
HP
の

「
税
関
労
組
ニ
ュ
ー
ス
」
の
本
号
の
添
付

と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 
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税 関 労 組 ニ ュ ー ス 

第９５９号（速報） 

令和５年８月８日  

  

 

左下のＱＲコードから

も確認できるよ！ 

＜国家公務員モデル給与例＞※令和５年人事院勧告「給与勧告の仕組みと本年の勧告のポイント」より一部抜粋（人事院 HP） 

令
和
５
年
８
月
７
日
（
月
）
、
人
事
院
は
国
会
と
内
閣
に
対
し
て
、
①
月
例
給
を
0.96
％

（
3,869
円
）
、
一
時
金
を
0.10
月
引
き
上
げ
る
給
与
に
関
す
る
勧
告
、
②
勤
務
時
間
に
関
す
る

勧
告
、
③
「
社
会
と
公
務
の
変
化
に
応
じ
た
給
与
整
備
」
お
よ
び
柔
軟
な
働
き
方
等
を
は

じ
め
と
し
た
公
務
員
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

今
回
の
勧
告
・
報
告
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

 

 

①
給
与
に
関
す
る
勧
告 

 

・
月
例
給
に
つ
い
て
、
初
任
給
を
始
め
若
年
層
に
重
点
を
置
い
て
俸
給
表
を
引
上
げ
改
定
。 

・
一
時
金
に
つ
い
て
、
年
間
4.40
月
分→

4.50
月
分
。
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数

を
と
も
に
0.05
月
分
引
上
げ
。 

・
在
宅
勤
務
等
手
当
に
つ
い
て
、
住
居
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
場
所
で
、
一
定
期
間
以
上

継
続
し
て
１
箇
月
当
た
り
10
日
を
超
え
て
正
規
の
勤
務
時
間
の
全
部
を
勤
務
す
る
こ

と
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
に
つ
い
て
、
光
熱
・
水
道
費
等
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
月
額
3,000

円
を
支
給
。 

・
そ
の
他
、
本
年
４
月
、
常
勤
職
員
の
給
与
の
改
定
に
係
る
取
扱
い
に
準
じ
て
非
常
勤
職

員
の
給
与
を
改
定
す
る
よ
う
努
め
る
旨
を
、
非
常
勤
職
員
の
給
与
に
関
す
る
指
針
に
追

加
。
指
針
の
内
容
に
沿
っ
た
適
切
な
給
与
支
給
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
各
府
省
を
指
導
。 

  

②
勤
務
時
間
に
関
す
る
勧
告 

 

・
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
活
用
し
た
「
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
」
の
対
象
職
員

の
拡
大
。 

  

③
公
務
員
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告 

 

・
公
務
組
織
を
支
え
る
多
様
で
有
為
な
人
材
の
確
保
の
た
め
の
一
体
的
な
取
組
と
し
て
、

民
間
と
公
務
の
知
の
融
合
の
推
進
、
採
用
試
験
の
実
施
方
法
の
見
直
し
、
今
後
の
公
務

に
求
め
ら
れ
る
人
材
の
戦
略
的
確
保
に
向
け
た
取
組
。 

・
職
員
個
々
の
成
長
を
通
じ
た
組
織
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
施
策
と
し
て
、
職
員
の
自

律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
主
体
的
な
学
び
の
促
進
、
個
々
の
力
を
組
織
の
力
へ
つ
な
げ

る
取
組
。 

・
多
様
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
実
現
とW

el
l-

be
in
g

の
土
台
と
な
る
環

境
整
備
と
し
て
、
多
様
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
可
能
と
す
る
取
組
、

職
員
のW

el
l-

be
in
g

の
土
台
づ
く
り
に
資
す
る
取
組
。 

令
和
５
年
人
事
院
勧
告
に
つ
い
て 
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２
０
２
３
人
勧
期
に
お
け
る 

中
央
で
の
諸
行
動
に
参
加
し
ま
し
た 

税
関
労
組
は
、
７
月
26
（
水
）
日
、
２
０
２
３
人
勧
期
に
お
け
る

中
央
で
の
諸
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。 

午
前
は
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
新
橋
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

公
務
労
協
国
公
関
係
部
会
に
よ
る
２
０
２
３
夏
季
決
起
集
会
が
行
わ

れ
、
税
関
労
組
か
ら
は
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
中
村
議
長
は
、
主

催
者
挨
拶
に
お
い
て
、「
２
０
２
３
春
闘
を
取
り
巻
く
状
況
は
連
合
の

最
終
結
果
か
ら
も
２
０
１
３
春
闘
以
降
、
額
・
率
と
も
に
最
も
高
い

状
況
だ
が
、
物
価
高
の
影
響
等
に
よ
り
実
質
賃
金
は
14
ヶ
月
連
続
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
20
年
以
上
、
賃
金
が
上
が
ら
な
い
中
、
こ

の
春
闘
結
果
を
受
け
て
今
夏
の
人
事
院
勧
告
で
ベ
ア
を
引
き
出
す
こ

と
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
協
約
締
結
権
を
有
す
る
国
公
関

係
部
会
各
組
織
の
交
渉
状
況
を
共
有
し
自
組
織
の
交
渉
に
活
か
せ
る

利
点
を
活
か
し
、
各
構
成
組
織
が
意
思
統
一
を
図
り
一
丸
と
な
っ
て

人
勧
に
向
け
て
取
組
み
を
強
化
し
よ
う
。」
と
訴
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
各
構
成
組
織
（
全
造
幣
、
全
印
刷
、
林
野
労
組
、
沖
縄
国

人
事
院
勧
告
に
向
け
た 

 

税
関
労
組
の
活
動 

書
記
次
長
の 

つ
ぶ
や
き 

第 22号 

本
号
も
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
期
最

後
の
税
関
労
組
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。 

２
年
前
、
組
合
専
従
で
中
央
に
来
て
か
ら
延
べ
29
号
を
発
行
し
、

無
事
に
編
集
人
と
し
て
の
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
「
書
記
次
長
の
つ
ぶ
や
き
」
は
、
固
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
教
宣

紙
を
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
前
期
か
ら
始
め

た
も
の
で
気
づ
け
ば
22
号
と
な
り
ま
し
た
。
途
中
、
育
児
日
記
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
知
り
合
い
の
方
か
ら
「
つ
ぶ
や
き
見
て
る

よ
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
て
嬉
し
か
っ
た
の
を
憶
え
て
い
ま
す
。 

編
集
人
と
し
て
少
し
で
も
見
や
す
く
、
読
ん
で
も
ら
え
る
教
宣
紙

を
目
指
し
て
取
組
ん
で
き
た
つ
も
り
で
す
。
次
号
か
ら
は
新
し
い
書

記
次
長
と
な
り
ま
す
。
つ
ぶ
や
き
が
継
続
に
な
る
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
引
き
続
き
、
税
関
労
組
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
２
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
復
職
し
て
お
会
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

先
ほ
ど
紹
介
し
た
令
和
５
年
度
人
事
院
勧
告
の

「
公
務
員
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
」
に
係
る
「
多

様
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
可
能

と
す
る
取
組
」
と
し
て
、
夏
季
休
暇
の
使
用
可
能
期

間
の
見
直
し
が
あ
り
ま
し
た
。 

夏
季
休
暇
に
つ
い
て
、
休
暇
の
使
用
可
能
期
間
で

あ
る
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
期
間
が
業
務
上
繁
忙
期

に
当
た
り
、
当
該
期
間
内
に
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と

が
困
難
な
職
員
に
つ
い
て
、
当
該
期
間
を
前
後
各
１

月
の
期
間
拡
大
し
、
休
暇
を
使
用
す
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
内
容
の
報
告
で
す
。 

 

要
求
の
背
景 

 

観
光
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
る
た
め
訪
日
旅
行
者
が
特

に
集
中
す
る
期
間
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
７
月
は

財
務
省
に
お
い
て
大
き
な
人
事
異
動
の
時
期
と
も
重

な
り
、
さ
ら
に
は
配
属
者
研
修
、
管
理
者
研
修
と
い

っ
た
各
種
研
修
も
実
施
さ
れ
て
い
る
中
、
な
ん
と
か

無
理
や
り
取
得
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
本
来
取
得

し
た
い
時
期
と
は
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

税
関
労
組
の
取
組
み 

 

組
合
員
か
ら
の
声
を
受
け
、
平
成
30
年
か
ら
継
続

し
て
制
度
を
所
管
す
る
人
事
院
に
対
し
て
期
間
拡
大

の
要
求
を
行
い
、
関
税
局
に
対
し
て
も
関
係
機
関
へ

の
働
き
か
け
を
行
う
よ
う
要
求
し
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
令
和
４
年
に
は
、
上
部
団
体
で
あ
る
国
公
連

合
と
連
携
し
て
、
人
事
院
に
対
し
て
「
休
暇
制
度
に

係
る
改
善
に
関
す
る
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
見
直
し
の
背
景 
 

取
組
み
の
結
果
、
令
和
５
年
３
月
、
人
事
院
で
開

催
さ
れ
た
「
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
柔
軟
な
働
き
方
に
対

応
し
た
勤
務
時
間
制
度
等
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究

会
」
の
最
終
報
告
に
お
い
て
、「
夏
季
休
暇
の
使
用
可

能
期
間
の
拡
大
に
つ
い
て
、
対
象
職
員
の
範
囲
も
含

め
、
業
務
の
実
態
に
即
し
て
、
実
現
に
向
け
た
調
整

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
」
と
の
見
解
が
示

さ
れ
、
今
回
の
期
間
拡
大
と
な
り
ま
し
た
。 

税
関
労
組
は
、
公
務
員
連
絡
会
と
連
携
し
、
人
事
院
勧
告
に
向
け

て
左
記
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 6/21 

委
員
長
ク
ラ
ス
交
渉
を
人
事
院
総
裁
と
行
い
、
人
事
院
総
裁
に

対
し
「
２
０
２
３
年
人
事
院
勧
告
に
関
わ
る
要
求
書
」
を
提
出
。 

7/11 

人
事
院
に
対
し
２
０
２
３
人
勧
期
署
名
提
出
・
要
請
行
動
を
行

う
。 

7/12 

幹
事
ク
ラ
ス
が
職
員
団
体
審
議
官
と
交
渉
を
行
う
。 

7/26 

人
勧
期
中
央
行
動
に
参
加
。
中
央
行
動
に
お
い
て
、
書
記
長
ク

ラ
ス
が
人
事
院
職
員
福
祉
局
長
、
給
与
局
長
と
交
渉
を
行
う
。 

8/1 

書
記
長
ク
ラ
ス
が
給
与
局
長
と
２
回
目
の
交
渉
を
行
う
。 

8/2 

幹
事
ク
ラ
ス
が
月
例
給
、
一
時
金
の
配
分
等
で
職
員
団
体
審
議

官
と
交
渉
を
行
う
。 

8/3 

委
員
長
ク
ラ
ス
が
人
事
院
総
裁
と
交
渉
し
回
答
を
引
き
出
す
。 

夏
季
休
暇
使
用
可
能
期
間
拡
大
に
つ
い
て 

武藤議長による主催者挨拶 

中央決起集会 

デモ行進 夏季決起集会・中村議長による主催者挨拶 

公
労
、
全
開
発
、
全
農
林
、
全
駐
労
、
政
労
連
、
Ｊ
Ｐ
労
組
）
か
ら
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

午
後
は
、
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂
に
お
い
て
、
公
務
員
連
絡
会
に
よ
る
２
０
２
３
人
勧
期
7.26

中
央
行
動
が
行
わ
れ
、
約
1,500
人
が
集
結
し
、
税
関
労
組
か
ら
は
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

中
央
決
起
集
会
で
は
、
武
藤
議
長
が
「
２
０
２
３
人
勧
期
の
最
大
の
ヤ
マ
場
で
あ
る
本
日
の

書
記
長
ク
ラ
ス
交
渉
で
は
８
月
上
旬
の
総
裁
と
委
員
長
ク
ラ
ス
と
の
最
終
交
渉
に
向
け
た
人

事
院
か
ら
前
進
回
答
を
引
き
出
す
た
め
、
こ
の
猛
暑
以
上
の
熱
い
支
援
を
行
い
、
全
国
の
仲
間

と
と
も
に
本
日
の
行
動
を
貫
徹
し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
村
岡
書
記
次
長
が
国
公

連
合
を
代
表
し
て
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。 

集
会
後
は
、
同
日
行
わ
れ
た
書
記
長
交
渉
に
合
わ
せ
た
支
援
行
動
や
、
デ
モ
行
進
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
組
合
員
の
皆
さ
ま
、
暑
い
中
ご
参
集
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 


